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研究成果の概要（和文）：　歯根肉芽腫サンプルの蛍光二重免疫染色から歯根肉芽腫中の血管内皮細胞からmidkine(MK
)、CXCL12、CXCL13およびCX3CL1の共発現が認められた。一方、健常歯肉ではその発現は認められなかった。Real time
 PCR法において、MKおよびchemokine遺伝子の発現は歯根肉芽腫中で健常歯肉に比べ、有意に高かった。 また、刺激群
では未処理群に比べ、MKとCX3CL1遺伝子の発現が有意に高かった。一方、CXCL12は刺激群で未処理群と比べ、その発現
は有意に低かった。
以上より、MKおよびchemokineは歯根肉芽腫の発症と遷延に関係する可能性があると考えられた。

研究成果の概要（英文）： Two-color immunofluorescense image analysis indicate that co-expression of 
midkine(MK) and chemokine(CXCL12, CXCL13 or CX3CL1) in human periapical granulomas. Furthermore, MK and 
chemokines messenger RNA expression in periapical granulomas was significantly higher than healthy 
gingival tissues by real time PCR analysis. In addition, the MK and CX3CL1 mRNA expression in stimulated 
human vascular endothelial cells was significantly higher than negative control. On the other hand, 
CXCL12 mRNA expression was significantly lower than negative control.
These data indicated the possibility that MK, CXCL12, CXCL13 and CX3CL1 related to pathogenesis and 
growth of human periapical granulomas.

研究分野： 歯学
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１． 研究開始当初の背景
近年、歯科医療の発展により、国民の歯の

喪失は戦後と比較して、減少している。しか
し、現在でも歯を喪失する患者は多く、その
原因の
性歯周炎の発生機序の解明は国民の
を向上させると考えられる。根尖性歯周炎は、
感染根管に起因した炎症性細胞の遊走や骨
吸収を伴う根尖周囲の炎症性疾患である。こ
れまでに、根尖性歯周炎の病態解明を目的と
してサイトカインや成長因子などの炎症性
メディエーターの研究が行われてきたが、そ
の詳細は未だに明らかにされていない。
 
２．研究の目的
本研究では

根尖性歯周炎である歯根肉芽腫中で細胞遊
走や破骨細胞分化を促進することによって、
その発症に関与する可能性を着想した。
は歯根肉芽腫中で発現し、その成因や遷延に
深く関わりが
請者は歯根肉芽腫中での発現の検討を行い、
歯根肉芽腫中での
し、その機能的役割についてはまだ明らかに
されていない。
そこで申請者は、根尖病巣発症過程で

が直接的または間接的に働き、免疫担当細胞
の浸潤や骨吸収を惹起し、根尖性歯周炎の拡
大に関与すると仮定し、その解明を目的とし
た。 
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ウシ胎児血清を含む
basal medium
球の
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児血清を添加したものを用いて培養する。
供試細胞に炎症性サイトカインによる刺激
を行い、
ンパクの発現の解析を行う。その後、
HUVEC
による遊走能を解析する。
 
４．研究成果
(１)免疫組織学的検索から、歯根肉芽腫
血管内皮細胞
CXCL13
れた。
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